
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日程と主な作業 

Ａ． ５月１７日（金）～１９日（日）   田植え 

Ｂ． ６月２１日（金）～２３日（日）   草取り 

Ｃ． ９月１４日（土）～１６日（月祝）   稲刈り 

Ｄ．１１月２２日（金）～２４日（日） しめ縄作り 

※内容は変更になることがあります。 

ところ 和歌山県那智勝浦町色川地区 

内 容 棚田での米づくり体験 他 

参加費 ＪＵＯＮ会員  ３,０００円 

     一  般   ５,０００円 
※食事（３食）・入浴・宿泊代 
※ボランティア保険に未加入の方は、お申込み後に別途ご案
内いたします。 
※宿泊は廃校を活用した宿泊施設、食事は主に自炊です。 
 
定 員 各回６名（自家用車の方は含みません） 

〆 切 各回の一週間前までにお申し込みください。 

主 催 認定 NPO法人 JUON (樹恩) NETWORK 

●「熊野の棚田 田畑の楽校」とは 
 和歌山県那智勝浦町色川地区は、世界遺産でもある日本一
落差の長い滝「那智の滝」の西側に位置する自然に恵まれた

集落です。 

 かつては３０００人あった色川の人口は、現在約４００人。 
しかし、３５年前から有機農業をめざす若い家族がポツリポ
ツリと色川に住み始め、今や人口の約３分の１が新規定住者
という全国でもめずらしい地域です。 
 田畑の楽校では、耕作放棄地となった棚田を復活させよう

と取り組む「棚田を守ろう会」のお手伝いをさせていただい
ています。 
 

 
 
 
 
 

問合せ・申込み JUON NETWORK 事務局 
〒166-8532 東京都杉並区和田３-３０-２２ 
E-mail：juon-office@univcoop.or.jp 
TEL：03-5307-1102  詳細はこちら→ 

FAX：03-5307-1091 

 

 

「棚田」「援農」  
「田舎暮らし」「I ターン」  

 

そんなキーワードに惹かれたら…  
色川の暮らしをちょっとのぞきにきませんか？  

田植え、草取り、稲刈りなど、棚田でのお米づくり体験ができる２泊３日のツアーです。 
棚田のある暮らしには、先人の生きる知恵が詰まっています。 

熊熊熊野野野ののの棚棚棚田田田   田田田畑畑畑
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名前  性別  □男   □女 
ふりがな  年齢  
郵便番号 〒   ̶    住所  
E-mail  
TEL  FAX  携帯電話  
学校名／
所属 

 参加希望
の日程 

 □５月  □６月 
 □９月  □１１月 

農作業 □初めて ・ □2～3回目 ・ □それ以上 JUON  □会員 ・ □非会員 
ボランティア保険  □未加入 ・ □加入済【保険の種類：              】 
交通手段 □公共交通機関・□高速バス・□自家用車 到着日  
 ［自家用車の方］色川の到着予定時間を教えて下さい。→   時  分頃 

［紀伊勝浦駅から町営バスを利用する方］乗車予定のバスを教えて下さい。 
 →□8:00 発・□13:00 発・□17:25 発 ※色川までの乗車時間は、約 40分です。 

申込みの
動機 

 

  ※上記の内容を、メールや電話でお申し込みいただいても構いません。HPにも申込みフォームを掲載しています。 

「熊野の棚田 田畑の楽校２０１３」参加申込書 記入またはチェックをして FAX：０３-５３０７-１０９１まで 

●プログラム（予定） 
●１日目 
（午前到着組） 
 ９：００ 棚田作業等 
１２：００ 昼食（持参） 
（午後到着組と合流後） 
１４：３０ 色川地区視察、取り組みを紹介 
１６：００ 宿泊場所へ移動、入浴 
１７：００ 夕食づくり 
１８：００ 夕食・交流会 
 
●２日目 
 ７：３０ 朝食 
 ９：００ 棚田作業等 
１２：００ 昼食 
１３：００ 棚田作業等 
１６：００ 宿泊場所へ移動、入浴 
１７：００ 夕食づくり 
１８：００ 夕食 
 
●３日目 
 ７：３０ 朝食 
 ９：００ 棚田作業等 
１２：００ 昼食 
１３：００ 棚田作業等 
１５：００ 解散 
※自家用車で、直接色川へお越しいただける方は、 
２日目、３日目のいつ到着していただいてもかまいません。 
 
 

 

 
 
 
 
 

●JUON NETWORK とは 
 １９９８年、大学生協の呼びかけで設立された NPO法人
です。 
 農山漁村でのボランティア、リーダー養成、国産間伐材
割り箸…。JUON NETWORK は、自然と向き合う知恵と技
を学び伝える場を提供し、都市と農山漁村の循環と世代を
こえた人々のつながりを取り戻します。豊かな未来はきっ
とそこから始まります。 
※HP：http://juon.univcoop.or.jp/ 
※Twitter、Facebook もやっています！ 

 
 
 
 

●	
 地元の声 
今、畦塗りされた棚田は代掻きを待つばかり、水鏡の美し
い景観を生み出しています。秋のたわわな実りを夢見なが
らの田植え・草取り・草刈りの始まりです。生きるために
ひたすら鍬を振り続けてきた先人の思いを胸に。 

（棚田を守ろう会代表 原 和男） 

棚田の作業は楽ではないですが、きつい作業の合間に、心
地よい風を受けながら、遠く連なる山々や雲海、美しい夕
日を見晴らせば、心も体も癒されます。豊かな自然の恵み
や棚田の魅力をぜひ体感しに来てください。 

（色川地区集落支援員 原 寛子） 

●参加者の声 
1000 年も前に先人が切り開いた色川の棚田。そんな昔から
この山の斜面を開拓してきた人達がいたことに驚き、それ
が現代も棄てられることなく、幾人もの手で守られている
のは本当にすごいなと思いました。振り返ればあっという
間でしたが、一瞬一瞬がとても充実した 3日間でした。 

（３０代 男性） 

 

家づくり体験ができる 
「小阪の学び舎プロジェクト」 
棚田の近くに、地元の間伐材を

使った家を建築中！ 
イベントの中でもお手伝い 

する予定です 

 D 日程（11 月）では 
熊野那智大社や 

那智の滝の見学も 


